
���� ��
��

���É�ß�¢�Û�Ò�\�«�£�ª�×�î�Ý���� ��

������ �v ���� �¥>&�u>' ��

�� ����>8����>|���� >8������ �œ�î�É�½�å�¢>-�œ�Ü�š�å�¸�î�©�Ù�å ��

�� ����>8����>|���� >8������ 1n*O�q���œ�Ü�å�Æ�¬�Ò�\�¡�î�Ë�Ý�±�å ��

�� ����>8����>|���� >8������ 1n*O�r�� �œ�Ü�å�Æ�µ�¡�\$?$S��

�� ����>8����>|���� >8������ 1n*O�s���\7•�«�Ï�î�¶�±�
�_�>�E�•�>�v�Z�^�K�b�° ��

�� ����>8����>|����>8���� ��  ‡*f �q�� �p�¿�±�Û�«�Ï�î�¶�Ñ�×�î�ª�”�Ò�q�·>&�œ�å�Û�–�å0b�Û�\�¢�Ý�î�Ç>½�q�·>' ��

������ �v ���� �¥>&�¥>'�� ��

�� ����>8����>|���� >8������  ‡*f�r�� �2�9�(�3 �†#Ý�8�S�¢�Ý�î�É�q�· ��

�� ����>8����>|���� >8������  ‡*f�s�� ,e1��[�b0¦1Ÿ ��

�� ����>8����>|���� >8������  ‡*f�s�b�r�\�u�\$Î/²>&�¥�•1�>' ��

�� ����>8����>|���� >8������ �œ�å�Û�–�å�š�¡�§�§�–�¬ ��

�� ����>8����>|���� >8������ �¡�ß�î�ª�å�¢�� ����>8������0Ž�S����

�� �d1"8Ÿ�Þ�Ï�î�º�† ���� �v ���� �¥>&�v>'�p�_�f�� ��

��

�Í���g�•*…�b0Û�o�\�B�Ý ��

�� �›�É�ß�¢�Û�Ò)
�¢�‹�M

�D�_�¢�î�¢�Ý�Ç�›�î�Ò�†

#Ý�8�Z �� �•7u�[�q�·0Û�o

�†�K�Z�v�}�W�S���•�f��

*…�@�8�•�b�[�Ç�X�c�¨�a

�N�€�@�6�•���r�S9×�/#Õ

�è�¥�b�œ�È�¨�î�Â�î�b�G

'Å�@�X�¡�N�X�µ�r�€�•�� ��

�� �8�N�€�b�É�ß�¢�Û�Ò�v

9×0Û�o�†�“�S��"I�_�6�¥

�b1n*O�c�8�N�€�v �� �m�è

�V�@���� ���\9×�8��,e1�

�[�b0¦1Ÿ�\�Q�b�r�\�u�_

�X�8�Z�c�
�¢�Ý�î�É�_�|

�W�Z1Ÿ1=�@�õ k�K�S�\�G

�•�@�6�~�
�Q�€�@�X�Ð�_

/²�€�Z�8�•�\*ƒ�<�}�€�•��

�f&g�I�€�S1"8Ÿ�@�
�¥�•

1��[1Ÿ1=�M�•�b�v7´�K�8

�\�¤�L�}�€�S�G�\�v�s8j

�K�Z�8�•�?�v�K�€�^�8�� ��

��

  65  



64 
 

２ 共生シンポジウムの開催と成果 

 三浦海岸で計画していた共同生活は COVID-19 感染拡大のため中止になったが、12 月 13 日に「共

生社会を目指す芸術・文化交流の集い」をオンラインで開催し、各附属学校の児童生徒および保護

者約 300 人が参加して視聴した。詳細は URL で、以下の通り。 
  http://www.gakko.otsuka.tsukuba.ac.jp/2020_symposium/ 

◇ 開催要項 
【目的】    筑波大学の附属学校群 11 校の幼児児童生徒，保護者，教職員を対象として，芸術・文

化活動を通した交流により，共生社会に向けた意識の涵養を図る。 
【日時】    令和 2 年 12 月 13 日（日）13:00～15:30 
【発信会場】筑波大学附属視覚特別支援学校 
【開催方法】Zoom による開催 
【参 加 者】附属学校所属の幼児児童生徒，保護者，教職員等  
【プログラム】 
 13:00  教育長挨拶，事業の説明等 
 13:10～14:20【第 1 部】講演と演奏 
 『過去は変えられる、マイナスをプラスに』 
    穴澤雄介氏（附属視覚特別支援学校卒、 
    ヴァイオリン・ヴィオラ奏者、作編曲家） 
 14:30～15:35【第 2 部】プレゼンテーションリレー 
 『交流・共生』をテーマにした各附属学校児童生徒による発表 

①駒場 「“ともレク”～ともにレクリエーション～」（動画） 
②大塚 「カラフルピース〜一人ひとりの個性やよさをダンスで表現しよう〜」（動画&出演） 
③小学校「こんな未来がいいな－わたしたちが考える共生とは－」（出演&動画） 
④桐が丘「三浦海岸共同生活で感じたこと＋桐が丘特別支援学校の紹介」（動画） 
⑤坂戸 「コロナ禍にできるインクルーシブ交流」（動画） 
⑥久里浜「箱根に行こう～修学旅行の歌～」（出演&動画） 
⑦中学校「附属の絆＋皆の良さが活きる社会へ」（動画&出演） 
⑧聴覚 「聴覚障害のある私たちがコロナ渦において感じたことや取り組んだこと」（動画） 
⑨高校 「人と人のつながりを大切にしていこう」（出演&動画） 
⑩視覚 「盲学校の学校生活紹介～附属高校文化祭への出展を通して～」（動画） 

 15:35    教育長感想 
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2012 年度から拠点校では、高校生国際 ESD シンポジウムを毎年開催しており、2020 年度で 9
回目の開催となった。SGH 指定期間中は、これと合わせて全国 SGH 校生徒成果発表会を実施して

きた。WWL 指定後から、The SDGs Global Engagement Conference Tokyo とし、WWL で掲げ

ている SDGs に関する国際会議を開催している。COVID-19 の影響で、本年度はあらたな取り組み

として、オンラインでの国際会議の開催に挑戦した。 
 
1 大会概要 

1． 目的：海外の高校生および WWL 校、SGH 校、地域協働事業校等の生徒および教員等が集い、持続

可能な社会づくりに向けた国際シンポジウムを開催することを通じて、参加者が持続可能な社会の実

現を目指してグローバル課題に主体的に取り組む姿勢を涵養するとともに、グローバル人材としての

資質を高める。また、困難な状況にあっても、SDGs の達成に向けたアイデアの共有を行い、変革に

向けた第一歩を踏み出す機会とする。 
 

2．大会メインテーマ  
―The great transformation for 2030. 始めなければ、変われない。― 

 
3．日時 令和 2 年 10 月 31 日（土）9 時 50 分～12 時 30 分 
 
4．大会名称 「第 9 回高校生国際 ESD シンポジウム」および 

「The 2nd SDGs Global Engagement Conference 」Online Version 
 
5．対象 全国の WWL 事業拠点校・共同実施校・連携校、ＳＧＨ指定校、 
        地域協働事業指定校等の生徒および教員、教育関係者、SDGs 関連団体等 
 
6．参加校 
1)Forestry Vocational High School Republic of Indonesia 
2)Bogor Agricultural University Kornita Senior High School 
3)University of the Philippines Rural High School 
4)Laboratory School of Indonesia University of Education 
5)Kasetsart University Laboratory School Bangkok Campus 
6)Melbourne High School 
7)Brihaspati Vidyasadan High School, Nepal 
8)JUNTEN Senior High School 
9)Ehime University Senior High School 
10)Ibaraki Prefectural Mito Agricultural High School 
11)Senior High School at Otsuka, University of Tsukuba 
12)Special Needs Education School for the Deaf, University of Tsukuba 
13)Senior High School at Sakado, University of Tsukuba 
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２ 大会内容 

 2020 年度の大会プログラムは以下の通りである。 
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 はじめてのオンライン開催であったために、これまで1日で開催していたシンポジウムを半日とした。 
国際連携協定校であるインドネシア・ボゴール農科大学教授で附属コルニタ高校のヘル校長から祝辞を

いただいたあと、SDGs に造詣の深い、東京都市大学の佐藤真久教授にキーノートスピーチとして SDGs
に関する講演を英語でいただいた。 
 
 オープニングのあと、５つの分科会を設け９つのブレイクアウトセッションを設けた。 
 
・分科会１：Ethical消費という観点（facilitated by APPJ、日本エシカル推進協議会） 

 定員：約 20 名。エシカル消費に関するワークショップを WWL 連携企業・機関である株式会社アジア

パルプアンドペーパー社・日本エシカル推進協議会のファシリテートにより実施した。紙製品に関する

認証制度の学びとあわせ、各人の SDGs 達成度などを SDGs Survey を活用するなどしてすすめた。 
 
・分科会 2：Changes in Asia－アジアから世界へ。変革と課題―（offered in English） 
 拠点校の海外連携校の高校生が、各国の COVID-19 の現状と、それにより変化したことについて発表

した。発表を嚆矢として、アジア地域全体で求められる変化や課題について検討を行った。 
 
・分科会 3：Fieldwork―それでも現場に出るという視点― 
 拠点校では、現場での学びやアクションを重視している。しかしながら、COVID-19 の影響により、校

外でのアクションに制限がかかった。この分科会では、海外でのフィールドワークを経験した本校卒業

生たちによる「現場」での学び、そこから生まれた変化について発表をおこなったあと、参加者との語り

を重視して行った。 
 
・分科会 4：オンライン口頭発表 
 コロナ禍であっても、調査研究を継続したり、ソーシャルアクションに取り組んだ高校生も多い。国内

外の、高校生による研究・活動の成果発表を行い、課題研究を通じた交流を図った。英語 2 ルーム、日本

語３ルーム設定した。 
 WWL の拠点校である愛媛大学附属高等学校とは、総合学科および農場を有する国立大学附属高校同

士であるという共通点を活かし、さらに JICA 青年海外協力隊に参加経験のある教員が所属する茨城県

立水戸農業高等学校も参加し、国内における課題研究のネットワークも広げた。 
 
・分科会５：IC-NET 株式会社×1 年 D 組 
 拠点校では、SGH 指定期間中に SGH 事業に中心的に取り組む SG クラスを新設した。SG クラス（D
組）は、毎年全員が国際シンポジウムに参加している。本年度は COVID-19 の影響により直接交流の機

会が減ったが、WWL 連携企業の IC-NET 株式会社の協力のもと、ネパールおよびオーストラリアの高

校との交流プログラムを実施した。 
 
クロージングセッションでは、筑波大学国際室野村名可男准教授より参加高校生に対してのレビュー

があり、大会を締めくくることができた。 
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参加者の感想（筑波大学附属視覚特別支援学校高等部の生徒より） 
 高校生国際 ESD シンポジウムにオンラインで初参加した４名から、以下の感想があった。 

１．ESD シンポジウムに参加しての全体的な感想 

２．参加してよかったこと（特にどの発表が良かったか、またその発表が私の学習にどう役立っ

たかなどを書いてください） 

３．参加して困ったこと 

４．オンラインで不便だったこと 

５．今度はこんなテーマの発表を聞いてみたいこと、もしくは発表してみたいこと 

６．その他、気づいたこと、改善してほしいこと等 

 
【高１生徒①】 

１．僕は、外国人の方との関わりがあまり多くないので、今回のシンポジウムで、沢山の方の話を聞け

てとてもいい経験になりました。 

２．僕は、発表を聞いている時、単語の意味がわからず、内容をきちんと理解できなかった部分があり

ましたが、とてもいい経験になりました。 

４．単語が途切れ途切れになっているところがあり、聞き取りづらい時がありました。チャットがボイ

スオーバーで聴けなくて確認することが出来なかったことです。 

【高１生徒②】 

１．私は ESD シンポジウムを通して、英語への関心が高まりました。海外の高校生が自分の意見を発

表している様子は、とても刺激を受けるものでした。 

２．ESD シンポジウムの雰囲気を感じることができたことです。よかったと思う発表は、私の英語能

力では発表の全てを理解することができなかったので、どれとは言うことができません。しかし、こ

の経験から英語を学ぶことに自分なりに意味を感じることができ、よかったです。 

３．パワーポイント？を使って発表する団体があったため、途中少しついていけなくなってしまったこ

とです。 

５．今度は、コロナウイルスが収まったらですが、実際に触れることができるものがあればよいと思い

ました。 

６．私には少し難しいと感じましたが、とても良い経験になりました。英語頑張りたいと思います。 

 またなにかありましたらよろしくお願いします。 

【高２生徒①】 

１．全体的に聞きやすかったのですが、人によってスピーカーからの位置が違ったので何を言いたいの

かがわからない時がありました。 

２．私が一番よいと感じた発表はタイの人のものです。そこで分かったことは、そもそも Cola Candy
とは何かを理解できたことです。 

３．全体的に英語の話す速度が速かったことです。 

４．PC で Zoom に入っていたので、チャットを見るのが大変でした。 

５．世界の社会福祉の状況について聞いてみたいです。 

６．私は今回寄宿舎にいて参加したのですが、気軽に参加できたのはよかったです。 
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【高２生徒②】 

私は、もともと自然環境（特に森林）について興味があったのですが、改めて地球の中で起きる現象は

すべてが影響し合っていることを学びました。特に、キーノートスピーチで、SDGs のすべての項目が繋

がっているという話が出た時に、もっと詳しく SDGs の 17 項目について調べてみたいと思いました。 

また、確認なのですが、高校生の皆さんの発表の中に、果物がカの対策に役立つという発表をした方は

いらっしゃいましたでしょうか。もし、そのような内容の発表ならば、私はその発表が一番印象に残って

います。人々が職を得ながら、住環境を安全にできれば、それは素晴らしいことだと思いました。 

 今回、ズームで参加して困ったことが一つだけあります。それは、スピーチへの質問が、チャットで受

け付けられていたことです。チャットの内容を読み上げてくださる方もいらっしゃいましたが、やはり

受信量が多すぎて、途中話についていけなかったり、自分から発信することが難しかったりしました。 

 最後に私が発表してみたい内容は、森林と日本の文化の関係から、森林の大切さを考えるというもの

です。私は森林と人間との関係や、人が森林から恵みを受け続ける方法などについて興味があるので、緑

の適切な管理方法や森林が生み出すものなどについて多くの人に知ってほしいと思いました。そこで、

昔から森林と密接に関わってきた日本の伝統的な文化も広めたいです。 

 
３ まとめ 

オンラインでの開催で改めて感じたことは、これまでの連携先との信頼関係の大切さであった。はじめ

ての開催であり、戸惑うことも多く、事前の打ち合わせが不十分なところもあったが、多くの支援をいた

だき無事、開催することができた。最終的に、オンラインの利点を活かし、海外校からの参加は昨年度を

上回り、筑波大学の附属学校群からの参加もあった。これまでのネットワーク、新たなネットワーク、オ

ンラインの利点、対面の利点などを整理しながら、来年度、10 回目を迎えるシンポジウムの在り方を検

討していきたい。 
 

第 9 回高校生国際 ESD シンポジウム 
The 2nd SDGs Global Engagement Conference  

On Line version 2020 
SDG を軸に、海外 7 校、国内 6 校が参加 

（左：大会プログラム表紙 右：司会生徒） 
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１ SGH および WWL コンソーシアム構築支援事業連絡協議会の開催 

 令和 2 年 10 月 29 日に「2020 年度スーパーグローバルハイスクールおよび WWL コンソーシア

ム構築支援事業連絡協議会」（筑波大学主催）が、オンラインで開催され、平成 28 年度 SGH 指定

校 11 校・令和元年度 WWL 開発拠点校 12 校、令和 2 年度 WWL 開発拠点校 11 校などから関係者

約 130 名が参加した。その概要は以下のとおりである。 
◇ 開催日時 10 月 29 日（木）14:00～16:00 
◇ 開催方法 ウェブ会議システムによるオンライン開催（発信会場：筑波大学文京校舎） 
◇ 内容 
（１）COVID-19 拡大の影響下における各指定校の SGH 及び WWL の取り組みにおける工夫や困

難な事例等の共有 
（２）各事業実施に際しての各指定校におけるカリキュラム・マネジメントの検討例について 
◇ プログラム 

時間 内容 発表者 
14:00-14:05 
（5 分） 

開会 
筑波大学附属学校教育局（茂呂教育長） 

第１部：COVID-19 拡大の影響下における各指定校の SGH 及び WWL の取り組みにおける工夫や困

難な事例等      
 司会：筑波大学附属学校教育局（荒井特任助教） 

14:05-14:12 
（7 分） 

事例発表① 『コロナ禍における海外オンラ

インフィールドワークの実施に向けて』 高槻高等学校・中学校 

14:14-14:21 
（7 分） 事例発表② 『海外研修の取り組み』 立命館(立命館宇治高等学校) 

14:23-14:30 
（7 分） 事例発表③ 『高大連携による人材育成』 愛媛大学(愛媛大学附属高等学校) 

14:32-14:52 
（20 分） 意見交換 司会：筑波大学附属学校教育局（濱本次長） 

14:52-14:57 
（5 分） 第１部総括 筑波大学附属学校教育局（濱本次長） 

14:57-15:07
（10 分） 休憩 

第２部：各事業実施に際しての各指定校におけるカリキュラム・マネジメントの検討例 
                       司会：筑波大学附属学校教育局（荒井特任助教） 

15:07-15:14 
（7 分） 

事例発表① 『コロナ禍における新たな学び

のプラットフォーム構築』 大阪府教育庁高等学校課 

15:16-15:23 
（7 分） 

事例発表② 『新教育課程に向けた校内改革 

～生徒が自ら走り出す学校づくり～』 宮城県気仙沼高等学校 

15:25-15:45 
（20 分） 

意見交換 司会：筑波大学附属学校教育局（濱本次長） 

15:45-15:50 
（5 分） 

第２部総括 筑波大学附属学校教育局（濱本次長） 

15:50-16:00 
（10 分） 

文部科学省からの連絡 
閉会 

文部科学省挨拶 
（安彦室長） 

  74  



73 
 

２ 全国高校生フォーラムの開催 

令和 2 年 12 月 20 日に「2020 年度スーパーグローバルハイスク

ールおよびＷＷＬコンソーシアム構築支援事業全国高校生フォー

ラム」（文部科学省・筑波大学主催）が、初めてオンラインで開催

され、平成 28 年度 SGH 指定校 11 校・SGH アソシエイト 1 校・

令和元年度 WWL 拠点校・連携校 31 校・令和 2 年度 WWL 拠点校・

連携校 22 校（連携校を含む）など、計 65 校などから関係者約 500
名が参加した。その概要は以下のとおりである。 

◇ 開催日時 12 月 20 日（日）13:00～15:30 
◇ 開催方法 Zoom ミーティングによるオンライン開催 
      （発信会場：筑波大学文京校舎） 
◇ 全体プログラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時程

13:00 開会式 オープニング動画(昨年のｽﾗｲﾄﾞｼｮｰ30秒程度）

13:01 開会宣言(司会生徒・渋谷教育学園渋谷高校)

13:03 挨拶（文科省・ビデオメッセージ）

13:05 全体説明(司会生徒・渋谷教育学園渋谷高校)

13:08 分科会

分科会ｾｯｼｮﾝ

  （80分)

14:30 総会ｾﾚﾓﾆｰ 司会生徒トーク（渋谷教育学園渋谷高校）

挨拶（幹事管理機関）筑波大学・教育長

表彰式 ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ生徒投票賞受賞校発表

表彰状授与

ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ審査委員長特別賞発表

4分→ ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ優秀校ﾌﾟﾚｾﾞﾝ(動画)

ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ優秀校4校発表

4分→ ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ優秀校ﾌﾟﾚｾﾞﾝ(動画)

4分→ ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ優秀校ﾌﾟﾚｾﾞﾝ(動画)

4分→ ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ優秀校ﾌﾟﾚｾﾞﾝ(動画)

4分→ ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ優秀校ﾌﾟﾚｾﾞﾝ(動画)

ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ最優秀校(文科大臣賞)発表

表彰状・トロフィー授与（２画面構成？）

閉会式 挨拶（文科省・ビデオメッセージ）

15:30 閉会 閉会宣言(司会生徒・渋谷教育学園渋谷高校)

内容

分科会 分科会 分科会 分科会 分科会 分科会 分科会 分科会

A1 A2 B1 B2 C1 C2 C3 D1

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

T.A. T.A. T.A. T.A. T.A. T.A. T.A. T.A.

持続可能

な開発

格差のない社会 自然環境と生活 社会環境と生活

― 3 ―

PROGRAM

13：00 ～ 13：10 開会式　Opening Ceremony

13：15 ～ 14：35 参加生徒交流会（テーマ別分科会）
Discussion by Topic

14：40 ～ 16：00 総会　Plenary

各賞の発表及び動画紹介・配信
Announcement of Awards, 
Introduction and Streaming of Presentation Videos

　　生徒投票賞
　　Students’ Choice Award

　　審査委員長特別賞
　　Chief Judge’ s Special Award

　　審査委員長賞
　　Chief Judge’ s Award

　　文部科学大臣賞
　　Minister of Education Award

講評　Comments

　　筑波大学（幹事機関）副学長 茂呂雄二
　　Vice President, University of Tsukuba
　　MORO Yuji

　　SGH 企画評価会議座長
　　広島大学名誉教授 二宮　皓
　　‌‌Chair, SGH Planning and Evaluation Committee
　　  Professor Emeritus, Hiroshima University  

NINOMIYA Akira

　　WWL 企画評価会議座長
　　早稲田大学前総長 鎌田　薫
　　  Chair, WWL Planning and Evaluation Committee
　　  Former President, Waseda University  

KAMATA Kaoru

総評　General Remarks

16：00 閉会式　Closing Ceremony
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◇ テーマ別分科会 生徒資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2020年度 全国高校生フォーラム 参加生徒交流会（テーマ別分科会） 

（１）ねらい 
・国際的な課題意識をもった生徒が集まり、SDGs の 17目標に関してディスカッションする機会を通じて、ポスタープレゼンテーショ

ンの発表テーマに関連する（ことを中心として）課題研究を深めるとともに、他校の生徒留学生とつながり、テーマを通じたネッ
トワークを作る等、今後の研究の糧となるようなきっかけづくりをする。 

・テーマ別のディスカッションを通して、地球規模の課題について英語で分かりやすく議論する力や積極性を養う。 

（２）テーマ別分科会の設定 
SDGs の 17目標を下記のように４つの大テーマに設定し、各大テーマにつき 1～3 の分科会に分けた。 

【A︓格差のない社会をめざして】→分科会 A-1(9校・24 アカウント)、A-2(8校・24 アカウント) 
①貧困をなくそう、②飢餓をゼロに、③すべての人に健康と福祉を、⑤ジェンダー平等を実現しよう 

サブタイトル︓私たちにできることは何︖（Protecting Human Rights） 
【B︓自然環境と生活】→ 分科会 B-1(7校・20 アカウント)、 B-2(6校・21 アカウント) 

⑥安全な水とトイレを世界中に、⑦エネルギーをみんなにそしてクリーンに、 
⑬気候変動に具体的な対策を、⑭海の豊かさを、⑮陸の豊かさも守ろう 

サブタイトル︓どうしたら持続可能な開発が可能か︖（Promoting Sustainable Development） 
【C︓ 社会的環境と生活】→ 分科会 C-1(8校・25 アカウント)、分科会 C-2(８校・24 アカウント)、 

分科会 C-3(8校・25 アカウント) 
④質の高い教育をみんなに、⑧働きがいも経済成長も、⑩人や国の不平等をなくそう、 

⑯平和と公平をすべての人に 
サブタイトル︓平和と安全を守るにはどうする︖（Maintaining International Peace and Security） 

【D︓ 持続可能な産業と開発】→ 分科会 D-1(９校・29 アカウント) 
⑨産業と技術革新の基盤をつくろう、⑪住み続けられるまちづくりを、 

⑫つくる責任つかう責任、⑰パートナーシップで目標を達成しよう  
サブタイトル︓幸せな社会づくりを考えよう（Building Happiness） 

（３）内容 
参加生徒交流会（テーマ別分科会）では、ラウンド１～3 において Q1～をテーマに発表および討論を行う。 

【ラウンド 1】 学校紹介と問題提起（プレゼンのテーマを軸に学校単位の発表 １校あたり 3分 30分程度） 
Q1︓あなたの学校はどういう学校で、特色は何か︖（学校紹介） 

Q2︓ポスタープレゼンテーションのテーマを軸に、国際的視点で重要な問題は何か︖（問題提起） 
※ Q1→Q2 の順で発表する。 

【ラウンド２】 自由討議（プレゼンのテーマやサブタイトルを参考にアカウント単位の発表 20分程度） 
Q3︓その問題の原因や課題として、何が考えられるか︖（分析・検討） 

Q4︓そのために、高校生の私たちに何ができるか︖（提言） 
※ Q3～4 を連動させて討議しても構わない。 

【ラウンド３】 振返り（サブタイトルを参考にアカウント単位の発表 15分程度） 
Q5︓この分科会で新しく学んだことは何か︖ 

※ ラウンド１～２で発言していないアカウントの生徒は積極的に発言する。 
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（４）参加生徒交流会（テーマ別分科会）の進め方 

所要時間︓80 分（13:15～14:35） 
参加校数︓6～９校、20～29 アカウント（留学生含む） 
タイムスケジュール 

時刻 参加生徒交流会（テーマ別分科会）の内容 

13:15 参加生徒交流会（テーマ別分科会）内容の説明（5 分） 

  司会進行 TA 参加校とアカウントの確認、開始、TA 自己紹介、タイムキーパー 

  内容説明 アドバイザーの先生 サブタイトルを提議して議論して欲しい点や結論を導き出すための議論の方法等の説明 

13:20 ラウンド 1︓学校紹介と問題提起（約 30 分） 

  司会進行 TA 各学校の指名→生徒発表後にアドバイザーへ→終了 

  生徒発表 
各学校の生徒 
（代表のアカウントで） 

Q1︓あなたの学校はどういう学校で、特色は何か︖（簡単に） 

Q2︓国際的視点で重要な問題は何か︖ 

  アドバイス アドバイザーの先生 各校からの発言のまとめ 

13:50 ラウンド２︓自由討議（約 20 分） 

  司会進行 TA 各アカウントの指名→随時アドバイザーへ橋渡し→終了 

  生徒討議 各アカウントの生徒 
Q3. その問題の原因や課題として、何が考えられるか︖ 

Q4. そのために、高校生の私たちに何ができるか︖ 

  アドバイス アドバイザーの先生 随時、状況に応じて助言や問題提起 

14:10 ラウンド３︓振返り（約 15 分） 

  司会進行 TA 優先的に未発言アカウントの生徒を指名→終了 

  生徒発表 各アカウントの生徒 
Q5︓この分科会で新しく学んだことは何か︖ 

（多くの生徒が発表） 

14:25 まとめ（約 10 分） 

  司会・感想 TA TA の感想→アドバイザーの先生へ橋渡し→終了 

  講評 アドバイザーの先生 ラウンド１～３についての講評 

（５） ポイント 
・事前に同じ分科会の高校のポスタープレゼンテーションを詳しく学習し、当日は手元に用意しておくこと。 
・活発な議論となるよう、積極的に発言すること。同時に、全員が議論に参加できるように、英語で分かり 
やすくゆっくりと発言するように心がけること。 

   ・Q1 では、短い時間で学校を紹介すること。 
   ・Q2 では、参加校は手元に資料を用意しているので、それを前提に口頭で説明すること。 

・Q3～4 では、該当する SDGs の目標を意識して発表すること。Q4 の 「私たちに何ができるか︖」 では、実現可能
性を十分に考えて議論すること。 

・Q5 では、それまでに発表していない生徒（アカウント）が積極的に発言すること。 

（６）その他 
    ・参加生徒交流会（テーマ別分科会）への接続方法等については、12 月 17 日（木）前後にお知らせいたします。 

・留学生の皆さんも、他の生徒と同じように議論に参加し、自身の経験や関心にもとづきながら、ぜひ積極的な発言を。 
・視聴者枠として、学校外の関係者が視聴しています。 
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【テーマ別分科会一覧】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アドバイザー

筑波大学
TA

氏名・所属 所属

2806 創価高等学校
Ａ：格差のない社会をめざして
Ｃ：社会的環境と生活

A－１ 2

2807 高槻高等学校・中学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 1

アジア架け橋（2807 高槻高等学校・中学校） A－１ 2

W201901-2筑波大学附属高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 3

W201902-3東京都立日比谷高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 3

W201902-4東京都立大泉高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 1

W201905-2静岡県立静岡高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 4

W201907-1大阪府立北野高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 4

W202003-1京都府立鳥羽高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 4

2803 埼玉県立浦和第一女子高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－２ 4

2809 佐賀県立佐賀農業高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－２ 2

W201902-1東京都立南多摩中等教育学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－２ 1

W201903-2清教学園高等学校
Ａ：格差のない社会をめざして
Ｃ：社会的環境と生活

A－２ 4

W201905-1静岡県立三島北高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－２ 1

W201905-3静岡市立高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－２ 4

W201906-4高雄市私立三信高級家事商業職業学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－２ 4

W201910-3広島県立広島高等学校
Ａ：格差のない社会をめざして
Ｃ：社会的環境と生活

A－２ 4

2801 宮城県気仙沼高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－１ 3

A45  甲南高等学校
Ｂ：自然環境と生活／Ｃ：社会的環境と生
活／Ｄ：持続可能な産業と開発

B－１ 1

W201906-2福岡雙葉高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－１ 4

W201908-4Fenix Kunskapscentrum (フェニックス高校) Ｂ：自然環境と生活 B－１ 2

W201910-2広島県立呉三津田高等学校
Ｂ：自然環境と生活／Ｃ：社会的環境と生
活／Ｄ：持続可能な産業と開発

B－１ 4

W202006-1岡山県立岡山操山中学校・高等学校
Ａ：格差のない社会をめざして／Ｂ：自然
環境と生活／Ｃ：社会的環境と生活

B－１ 2

W202009-2京都学園中学校・高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－１ 4

2804 千葉県立佐倉高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－２ 2

2808 和歌山県立日高高等学校
Ｂ：自然環境と生活
Ｄ：持続可能な産業と開発

B－２ 3

W201902-2東京都立白鷗高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－２ 4

W201910-1広島県立広島国泰寺高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－２ 4

W202005-2大阪教育大学附属高等学校池田校舎 Ｂ：自然環境と生活 B－２ 4

W202006-2岡山県立倉敷天城中学校・高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－２ 4

2802 栃木県立佐野高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 3

W201903-1渋谷教育学園渋谷高等学校
Ｃ：社会的環境と生活
Ｄ：持続可能な産業と開発

C－１ 4

W201907-2大阪府立豊中高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 4

W201908-1神戸市立葺合高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 2

W202002-1長野県上田高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 1

W202006-3岡山県立玉島高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 4

W202007-1広島大学附属福山中・高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 3

W202011-2鹿児島県立鶴丸高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 4

2805 東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 2

W201901-4フィリピン大学附属ルーラル高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 C－２ 3

W201904-1金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 1

W201906-3立命館高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 2

W201909-1関西学院高等部 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 4

W202007-2広島県立福山誠之館高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 4

W202009-1中村学園女子高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 4

W202011-1熊本県立熊本高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 4

Sandoval
Felipe

医学医療系

地球規模

課題学位

プログラ

ム

24

渡部　宏樹

人文社会系

地球規模

課題学位

プログラ

ム

25

辻村　真貴

生命環境系

生物資源
学類

21

吉田　正人

芸術系

生物資源
学類

20

24

地球規模

課題学位

プログラ

ム

24

ｱｶｳﾝﾄ

東野　篤子

秋山　肇

人文社会系

人文社会系

地球規模
課題学位
プログラム

参加

ｱｶｳﾝﾄ
学校名 希望分科会 分科会

テーマ 分科会
筑波大学

学校名 ｱｶｳﾝﾄ
参加 
ｱｶｳﾝﾄ

アドバイザー TA
氏名・所属 所属

格差のない社会を
めざして

A －１
東野  篤子 
人文社会系

地球規模課
題学位プロ
グラム

2806 創価高等学校 2

24

2807 高槻高等学校・中学校 1
アジア架け橋（2807 高槻高等学校・中学校） 2
W201901-2 筑波大学附属高等学校 3
W201902-3 東京都立日比谷高等学校 3
W201902-4 東京都立大泉高等学校 1
W201905-2 静岡県立静岡高等学校 4
W201907-1 大阪府立北野高等学校 4
W202003-1 京都府立鳥羽高等学校 4

A －２
秋山  肇人 
文社会系

地球規模課
題学位プロ
グラム

2803 埼玉県立浦和第一女子高等学校 4

24

2809 佐賀県立佐賀農業高等学校 2
W201902-1 東京都立南多摩中等教育学校 1
W201903-2 清教学園高等学校 4
W201905-1 静岡県立三島北高等学校 1
W201905-3 静岡市立高等学校 4
W201906-4 高雄市私立三信高級家事商業職業学校 4
W201910-3 広島県立広島高等学校 4

自然環境と生活

B －１
吉田  正人 

芸術系
生物資源学
類

2801 宮城県気仙沼高等学校 3

20

A45  甲南高等学校 1
W201906-2 福岡雙葉高等学校 4
W201908-4Fenix Kunskapscentrum ( フェニックス高校 ) 2
W201910-2 広島県立呉三津田高等学校 4
W202006-1 岡山県立岡山操山中学校・高等学校 2
W202009-2 京都学園中学校・高等学校 4

B －２
辻村  真貴 
生命環境系

生物資源学
類

2804 千葉県立佐倉高等学校 2

21

2808 和歌山県立日高高等学校 3
W201902-2 東京都立白鷗高等学校 4
W201910-1 広島県立広島国泰寺高等学校 4
W202005-2 大阪教育大学附属高等学校池田校舎 4
W202006-2 岡山県立倉敷天城中学校・高等学校 4

社会的環境と生活

C －１
渡部  宏樹 
人文社会系

地球規模課
題学位プロ
グラム

2802 栃木県立佐野高等学校 3

25

W201903-1 渋谷教育学園渋谷高等学校 4
W201907-2 大阪府立豊中高等学校 4
W201908-1 神戸市立葺合高等学校 2
W202002-1 長野県上田高等学校 1
W202006-3 岡山県立玉島高等学校 4
W202007-1 広島大学附属福山中・高等学校 3
W202011-2 鹿児島県立鶴丸高等学校 4

C －２
Sandoval 

Felipe 
医学医療系

地球規模課
題学位プロ
グラム

2805 東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校 2

24

W201901-4 フィリピン大学附属ルーラル高等学校 3
W201904-1 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校 1
W201906-3 立命館高等学校 2
W201909-1 関西学院高等部 4
W202007-2 広島県立福山誠之館高等学校 4
W202009-1 中村学園女子高等学校 4
W202011-1 熊本県立熊本高等学校 4
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アドバイザー TA
氏名・所属 所属

W201901-3東京学芸大学附属国際中等教育学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－３ 2

W201904-2石川県立七尾高等学校
Ｃ：社会的環境と生活
Ｄ：持続可能な産業と開発

C－３ 4

W201906-1立命館宇治高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－３ 4

アジア架け橋(W201906-1立命館宇治高等学校) C－３ 4

W202001-1富士見丘高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－３ 3

W202002-2長野県松本県ケ丘高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－３ 3

W202010-1長崎県立長崎東中学校・長崎東高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－３ 4

W202012-2宮崎県立宮崎北高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－３ 1

2811 沖縄県立那覇国際高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 4

W201901-1筑波大学附属坂戸高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 1

W201907-3大阪府立三国丘高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 4

W202003-2秋田県立秋田南高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 4

W202004-1同志社国際高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 4

W202005-1大阪教育大学附属高等学校平野校舎 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 4

W202005-3金光学園中学・高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 4

W202008-1愛媛大学附属高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 2

W202012-1宮崎県立宮崎大宮高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 2

生物資源
学類

25

生物資源
学類

29

野村名可男

生命環境系

Jactat
Bruno

人文社会系

ｱｶｳﾝﾄ
参加
ｱｶｳﾝﾄ

学校名 希望分科会 分科会

テーマ 分科会
筑波大学

学校名 ｱｶｳﾝﾄ
参加
ｱｶｳﾝﾄ

アドバイザー TA
氏名・所属 所属

社会的環境と生活 C － 3
野村名可男
生命環境系

生物資源
学類

W201901-3 東京学芸大学附属国際中等教育学校 2

25

W201904-2 石川県立七尾高等学校 4
W201906-1 立命館宇治高等学校 4
アジア架け橋 (W201906-1 立命館宇治高等学校 ) 4
W202001-1 富士見丘高等学校 3
W202002-2 長野県松本県ケ丘高等学校 3
W202010-1 長崎県立長崎東中学校・長崎東高等学校 4
W202012-2 宮崎県立宮崎北高等学校 1
2811 沖縄県立那覇国際高等学校 4

持続可能な産業と
開発

D － 1
Jactat Bruno
人文社会系

生物資源
学類

W201901-1 筑波大学附属坂戸高等学校 1

29

W201907-3 大阪府立三国丘高等学校 4
W202003-2 秋田県立秋田南高等学校 4
W202004-1 同志社国際高等学校 4
W202005-1 大阪教育大学附属高等学校平野校舎 4
W202005-3 金光学園中学・高等学校 4
W202008-1 愛媛大学附属高等学校 2
W202012-1 宮崎県立宮崎大宮高等学校 2
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３ ホームページでの情報発信と共有 

 
WWL構想の概要やWWL関係校の情報を掲載し，WWL関係校から寄せられる活動予定や活動

報告等を随時更新して発信することにより，各校の取組情報等の発信を広く行った。アクセス数が

多かったのは，「WWLとは」についてと「2020年度全国高校生フォーラム」についてのページだ
った。アクセス数は，2020年度中に 2万件を超えている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://b-wwl.jp/ 
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